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 2011 年 3 月 11 日の東日本大震災による原発事故をもたらした複合災害の影響は、
今なお私たちに重くのしかかっている。わが国だけでなく、世界各地で争いや飢餓な
どで多くの人命が傷ましく失われている。この先私たちは、子孫の近い将来も一体ど
うなるのかと、誰しも不安につきまとわれるのではないだろうか。 
 このような地球環境と人類の危機に直面した今こそ、私たちは人生をどう生きたら
いいか、自らに問いかけたい。私たちは幸福な生活を送りたいと思って生きているが、
現実には暗い社会状況のなかで、恐怖を抱いて生きている。幸福に生きるためには、
恐怖を除去する必要がある。この恐怖をなくすという私たち人間にとって一番の重大
関心事に、科学は取り扱えず無力であることは明らかである。また伝統的なこれ迄の
哲学も、恐怖と向きあってこなかったのも確かである。 
 この恐怖を取り除くことに真正面から取り組み、“恐怖なしに生きる”ことを説いた
のが、クリシュナムルティである。クリシュナムルティは、個人があらゆる条件づけ
から自由になるよう全的な意識変容をして、恐怖なしに生きることを説いている。ク
リシュナムルティの思想は人類の歴史で他に比類ないほど深遠なものと思われる。ク
リシュナムルティの思想は観念的な哲学でなく、今を生きる哲学の実践である。私は、
マネジメントは哲学の実践とみているので（石井，2011a）、哲学の実践であるクリシ
ュナムルティの思想は、まさにホリスティック・マネジメントの基盤を成すように思
われる。 
 以下では、クリシュナムルティの説くことに耳を傾けよう。その際、クリシュナム
ルティが注意を促していることだが、彼の説くところにいちいち肯定したり否定した
りしないで、注意深く耳を傾けるようにしたい。私たちのこれ迄蓄積してきた知識に
もとづいて判断するのでなく、私たちの頭の中を空白にして彼のいうことをじっと聴
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こう。その是非を判断するのでなく、クリシュナムルティが問題にしていることを、
自分の問題として自らに問いかけよう。クリシュナムルティは誰も導こうとしていな
いことを明言しており、私たちは一人ひとり独力で気づかなければならないからであ
る。 
 
1. 社会の変革は個人の変容から 
 現在、地球環境の危機や世界の危機的状況が叫ばれているが、世界の真の危機は、
私たちの意識の危機あるいは観念の危機であることに気づくことからはじめたい。 
 クリシュナムルティは、今日の危機は意識の危機とみて、「世界には常に危機があり
ますが、とりわけ今は意識の中に危機があるように私には思われます。危機は、古い
規範、古い行動・思考様式、古めかしい伝統、そして特定の生き方をもはや受け入れ
ることができないことと関わっています。それがアメリカ人の、ヨーロッパ人、ある
いはアジア人のそれであっても。そして今、すさまじい勢いで技術が進歩している一
方で、ありとあらゆる不幸、葛藤、破壊的な蛮行、攻撃性に満ちた世界の現状を見て
みると、人は外界を開拓し、多かれ少なかれそれを征服してきたものの、内面的には
旧態依然たる状態にあるように思われるのです。依然として内部に多くの動物性が残
存しており、冷酷で、暴力的で、攻撃的で、所有欲や競争心に満ちており、そして人
はこれらのものに従って社会を築き上げてきたのです」（クリシュナムルティ，2011b，
3頁）という。 
 クリシュナムルティは、さらに現在の世界の危機は、前代未聞のもので、観念の危
機とみて、「現在私たちが直面している危機は、明らかに今までのものとは異なってい
るのではないでしょうか？それが異なっているのは、まず、私たちが扱っている対象
がお金でも有形のものでもなく、観念であるからです。現在の危機が例外的であるの
は、それが観念作用の領域にあるからなのです。私たちは観念のことで争い合い、殺
人を正当化しています。世界中のいたるところで、私たちは正しい目的のための手段
として殺人を正当化していますが、このようなこと自体が前例のないことです」（クリ
シュナムルティ，2011a，57頁）という。 
 次に、社会を変革するには、社会を変えても人は変わらず、先ず個人の意識変容が
もとめられる。クリシュナムルティは、「社会を変えることによって、あなたが変わる
ことはないでしょう。なぜなら、社会を作り上げたのはあなただからです。…私たち
が現在の社会を作り上げたのです。国家の威信、名誉、領土のために戦争し、殺し合
う、そういう社会を」（クリシュナムルティ，2011c，25頁）といい、「まず第一に社
会、それから個人ではないのです。社会を変えるのは、人間一人ひとりの変化なので
す。両者は二つの別々のものではありません。人間が、彼らの貪欲、怒り、暴力、残
忍さ、けちくささによって、この社会を作り上げたのです」（クリシュナムルティ，
2011c，35頁）と語る。 
 世界とは他者と自分との関係であり、存在することとは関係することであるとして、
クリシュナムルティは、「真の革命は大衆運動によってではなく、関係において遂げら
れる内面的な革命によってもたらされるのです。そしてその内面的な革命だけが、真
の改革であり、根源的な持続する革命なのです。私たちは小さなところからはじめる
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ことに不安を感じます。問題は巨大なのだから、大勢の人間や巨大組織、大衆運動で
それに対処しなければならない、そう思うのです。しかしながら私たちは、実は、小
規模なところで問題に取り組まなければならないのです。で、その小規模というのは、
「私」や「あなた」のことなのです」（クリシュナムルティ，2011a，82頁）という。 
 だから「世の中はあなたや私とは別にある何かではありません。世の中や社会とは、
私たちがお互いの間に築いている、あるいは築こうとしている関係なのです。ですか
らあなたや私が問題なのであって、世の中が問題なのではありません。なぜなら、世
の中は私たち自身を投影したものだからです。このような訳で、世の中を理解するに
は、自分自身を理解しなくてはなりません。世の中は私たちとは別に存在しているの
ではありません。私たちが世の中なのです。ですから私たちが抱えている問題は、世
の中が抱えている問題なのです」（クリシュナムルティ，2011a，83 頁）ということ
になる。 
 クリシュナムルティは、社会の変革は個人の変容からはじまるので、私たちは、つ
ながれていない精神、条件づけされていない精神で、次節でみるように“自分自身を
知る”ことの大切さを、次のように説いている。「世の中の変容は自らの変容によって
もたらされます。なぜなら、自己は人間という存在のプロセス全体の一部であり、産
物であるからです。自分自身を変容させるためには、自己知がなくてはなりません。
ありのままの自分を知らなければ、正しい思考の礎はありません。そして自分を知ら
ずして、変容はあり得ません。人はありのままの自分を知らねばなりません。そうあ
りたいと願っている自分ではなく。それは理想にしかすぎず、故に架空のものであり、
実在するものではありません。変容することができるのは、現にあるがままの自分で
あって、そうなりたいと願っている自分ではないのです。あるがままの自分を知るた
めには、並々ならぬ精神の注意深さが求められます。なぜならば、あるがままは常に
中身が変わり、変化しているからです。ですから、その変化に速やかについていくた
めには、精神が何らかの特定の教義や信条、行動パターンにつながれていてはならな
いのです」（クリシュナムルティ，2011a，25頁）。 
 
2. 自分自身を知る 
 社会の変革は人間の意識変容からということで、個人の変容に関して、クリシュナ
ムルティは、「問題は社会を変えることではないのです。ところが、私たちは出かけて
行って、［今の］社会を変え、良い社会、偉大な社会［を創出すること］について話し
合うのです。が、真の問題は、人の精神に真の変容が起こりうるかどうかだと思うの
です。それが真の問題です。それが起こる時には、社会はそれ自体の面倒をみるよう
になるでしょう」（クリシュナムルティ，2011b，45 頁）という。すなわち、前述し
たように人間の精神や意識が問題であるとして、あらゆる悲惨な出来事や破壊的な野
蛮性、それに大変な技術の進歩などの世界の現状を考慮すると、人間は外部の世界を
開拓したけれども、内面的には以前のままで、いまだに残忍で、暴力的で、競争心に
満ち、そして、人はこれらに沿って社会を築いてきた、と語っている（クリシュナム
ルティ，2011b，3頁，51頁）。 
 そのため、人間の精神に内なる革命が必要であると、次のように述べている。「精神
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の論理的思考の巡らし方やその願望、動機、野心、追及、羨望、貪欲さ並びに恐怖と
いった、精神のプロセス全体を知ると、精神がそれ自体を超越することが可能となり
ます。そしてそうすると、全く新しい何ものかの発見があるのです。その新しさとい
う特質は途方もない情熱、とてつもない意気込みを生み、それが深い内面的な革命を
もたらします。そして世の中を変容させることができるのは、いかなる政治システム、
経済システムでもなく、この内面的な革命だけであるのです」（クリシュナムルティ，
2011a，281 頁）。だからクリシュナムルティは、私たちの責務として、「世界を変え
るためには、自分自身から始めなければなりません。そして自分自身から始める際に
重要なのは意図です。そしてその際の意図とは、自分自身を理解するというものであ
るべきで、変身するのは他人に任せる、革命によって右より、あるいは左よりに修正
した変化をもたらすのは他人に任せる、ということではありません。これは私たちが
果たさなければならない務めである、と理解することは肝要です。これはあなたが果
たさなければならないことであり、私が果たさなければならないことなのです。なぜ
なら、自分自身を変えることができるなら、日々の生活の中に抜本的に異なった観点
を導入できるなら、その時、自分の世界がいかに狭かろうが、私たちはおそらく世界
全体に、他人との広範囲に亘る関係に、影響を及ぼすことになるからです」（クリシュ
ナムルティ，2011a，309頁）という。 
 そこで、次に、自分自身を変えるために、自分自身を知ること（自己知）が必要と
なる。クリシュナムルティは、「自分自身を知らないかぎり、あなたが何をしようと、
おそらく瞑想状態に入ることはできないでしょう。「自己知」とは自分の思考や心理状
態、言葉や感情を逐一知る、つまり自分の精神の運動を知るという意味であって、真
我や大我を知ることではないのです。そんなものは存在しないのです。高次の自己だ
とかアートマンだとか言ったところで、それは依然として思考の手の平の上にあるの
です」（クリシュナムルティ，2011a，29頁）と、独自の深い洞察を披瀝している。 
 クリシュナムルティは、自己知に関して次のようにいう。「正しい思考は自己知と共
にやって来ます。あなた自身を理解しないかぎり、あなたは思考のためのいかなる基
盤も持てません。自己知がなければ、あなたが考えることは真実ではないのです。あ
なたと世界は、それぞれ別個の問題を抱えた、二つの異なった存在ではありません。
あなたと世界は一つです。あなたの問題は世界の問題なのです。あなたは、ある特定
の傾向や環境の影響の結果かもしれませんが、根本的には他の人と変わっていません。
内面的には、私たちは非常に似通っているのです。私たちは皆、貪欲や悪意、恐怖や
野心などに突き動かされています。私たちの信念や希望、切望には、共通の基盤があ
ります。私たちは一つなのです。偏見、そして人為的な経済的・政治的国境によって
引き裂かれてはいるものの、私たちは一つの人類なのです。もしあなたが誰かを殺せ
ば、あなたは自分を損なってしまうのです。あなたは全てのものの中心です。ですか
ら、あなた自身を理解しないかぎり、あなたは真実在を理解することはできないので
す」（クリシュナムルティ，2011a，25頁）。さらに続けて、私たちは、人類は一体だ
ということを知的には知っているが、その知識と実感を別々にしているので、人類は
一体であるというとてつもない事実を決して直に体験することがないと、クリシュナ
ムルティは述べている。 
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3. 恐怖なしに、死して生きる 
 クリシュナムルティは、社会を変革するには個人の意識の変容が必要であり、個人
の意識変容には、私たちが自身自分を知ることが大切で、そのためには、私たちは観
念や思考、それに「私」などのあらゆる条件づけから自由にならねばならないことを
説いている。しかし社会の変革はともかく、私たちは日々、健康や生活などの心配や
不安、それに死の恐怖につきまとわれながら生きているので、自分自身のためにも、
恐怖なしに生きれるような意識変容がもとめられる。私たちは誰しも幸福な生活を願
っているが、そのためには不安や恐怖を除去する必要がある。そこで、以下では、恐
怖なしに生きることについてみてみよう。恐怖なしに生きることは、あらゆる条件づ
けからの自由の境地に辿りつかせることにもなるであろう。 
 先ず、恐怖を理解しなければならないとクリシュナムルティは、次のように語って
いる。「なぜなら、私たちが話し合おうとしていることは死の問題であり、時の始まり
から人間が直面してきたこの一大問題を理解するためには、人は恐怖から自由でなけ
ればならないからです。きわめて多くの種類の恐怖があります。暗闇に対する恐怖、
誰かが言うことへの恐怖、傷つけられることに対する恐怖、安全でいられないことへ
の恐怖、孤独に対する恐怖、そして究極的な死への恐怖。あらゆる種類の恐怖は過去、
現在、未来と結びついて働く思考の中にあります。〈私はこれから起こるであろうこと
を恐れ、また過去にした、おおい隠しておきたいことを恐れている〉。ですから、恐怖
は時間の運動なのです。そこでもし恐怖から自由になりたいなら、この時間の運動を
理解することがとても重要なのです。それは基本的には思考の過程です。今現在、実
際に生きている現在、今は、実は昨日の、何千もの昨日の結果なのです。ですから、
実際の今ではないのです。そして恐怖はこの時間の運動であり、それは思考の産物な
のです」（クリシュナムルティ，2011b，129頁）。 
 その上で、クリシュナムルティは、どのように恐怖に対処するかと問いかける。「人
は世論を気にし、成果をあげられないのでは、達成できないのでは、好機が到来しな
いのでは、と心配します。そしてこのような諸々から、途方もない罪悪感が起こりま
す。やってはいけないことをやってしまったという罪悪感、自分がしている行為その
ものに感じる罪の意識、自分は健康なのに、他の人は貧しく、不健康であるとか、自
分には食べ物があるのに、他の人にはない、といった差異への罪悪感です。精神が問
えば問うほど、突き詰めれば突き詰めるほど、尋ねれば尋ねるほど、罪悪感や不安感
は募ります。恐怖は人を大師やグル探しへと駆り立てます。誰もがひどく世間体をつ
くろい、世の中で尊敬されたがっていますが、そう仕向けているのもまた恐怖です。
あなたには勇気を持って、人生の出来事に真っ向から向かい合う決意はありますか？
それともあなたは単に恐怖に合理的解釈を下しているだけですか？恐怖にがんじがら
めにされている精神を満足させる説明を見つけ出そうとしているだけですか？あなた
は恐怖にどうやって対処しますか？ラジオをつけますか？それとも本を読みますか？
寺院に詣でますか？それとも何らかの教義や信条にしがみつきますか？」（クリシュナ
ムルティ，2011a，86頁）。 
 そして死の恐怖への対処として、クリシュナムルティは、事実に面と向き合うこと
の大切さを説く。「自分は「死」という言葉を恐れているのか？それとも死そのものを
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恐れているのか？自分は言葉や観念を恐れているのです。だから決して事実を理解す
ることも、見ることも、それと直に関わり合うこともないのです。恐怖が存在しない
のは、自分が事実とすっかり触れ合っている時だけです。事実と触れ合っていないと、
恐怖が起こります。しかし事実に関する観念、見解、理論を抱き続けるかぎり、事実
との触れ合いはありません。…恐怖を生み出すもの、それは事実に対する私的見解、
経験、知識です。事実を言葉に置き換えたり、事実に名称を与えたりして、それを識
別、非難している限り、そして思考が観察者として、事実に判断を下している限り、
恐怖は必ず存在します。思考は過去の産物で、言語化、シンボル、イメージを介して
のみ、存在し得ます。思考が事実を斟酌、解釈している限り、恐怖が存在せざるを得
ないのです」（クリシュナムルティ，2011a，89頁）。 
 だから恐怖と触れ合うようにすれば、全ての恐怖が終わるという。「恐怖と直に触れ
合っている時、そこに観察する者はありません。〈私は怖い〉と言う存在がないのです。
ですから人生であれ、何であれ、あなたがそれと直接触れ合っている瞬間、そこに分
裂はありません。そしてこの分裂が競争、野心、恐怖を生み出すのです。ですから重
要なのは、〈恐怖から解放されるにはどうしたらいいか？〉ということではありません。
恐怖を取り除くために、手段や方法や方式を求めるならば、あなたはいつまで経って
も恐怖に囚われたままでしょう。しかしもし恐怖を理解するならば、―それは、空
腹を感じるように、あるいは失職の脅威に晒されている時、直接それと触れ合うよう
に、直に恐怖と触れ合う時にのみ起こり得ます―、あなたは何かをします。すると
その時に初めて、気がつくと全ての恐怖が終わっているのです。あれこれの類の恐怖
ではなく、全ての恐怖が」（クリシュナムルティ，2011a，90頁）。 
 さらにクリシュナムルティは、恐怖と触れあえば恐怖が終わるように、死と触れあ
えば死の恐怖がなくなるという。「現代では、生きることは拷問であり、無限に続く動
乱であり、矛盾です。それが故に葛藤や悲惨さ、混乱が存在します。来る日も来る日
も会社に行くこと、痛みを伴う快楽を繰り返すこと、不安、模索、不確かさ、これが
私たちが生きることと呼んでいるものです。このような生き方は、私たちにとっては
慣れっこになってしまいました。私たちはそれを受け入れています。私たちはそれと
共に年を重ね、そして死ぬのです。死ぬことが何であるかを見出すためだけでなく、
生きることが何であるかを見出すためにも、人は死と触れ合わなくてはなりません。
つまり人は日々、自分の知ったこと一つ一つを全て終わらせなければならない、とい
うことです。自分に対して、家族に対して、関係に対して築き上げたイメージ、快楽
を通して、社会とのつながりを通して、あらゆることを通して築いたイメージを終わ
らせなければなりません。死に際して起こることとは、このようなことなのです」（ク
リシュナムルティ，2011a，330頁）。 
 さらにクリシュナムルティは、生きることと死ぬことは一体であり、死にながら生
きることを説く。「悲しみを終わらせることとは、すなわち自分の名声や家、財産、主
義に対して死ぬことによって、生きていながら死と触れ合うことなのです。そうする
と、あなたは若くて、みずみずしく、明哲になり、何の歪みもなく物事をあるがまま
に見ることができるようになります。あなたが死ぬ時に起こることは、このようなこ
となのです。しかし私たちにとって死とは肉体的なものだけに限られています。有機
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体はいつかは果てるということを、私たちは論理的かつ良識的に痛いほどよく分かっ
ています。ですから私たちは、来る日も来る日も苦悩に満ちて送ってきた人生、来る
日も来る日も無神経に送ってきた人生、増える一方の問題とその愚かさを抱えて送っ
てきた人生、そういう人生を生み出しているのです。そしてこのような人生を私たち
は持ち越したいと欲し、それを「霊魂」と呼び、最も神聖なるもの、神の一部である
と言うのです。しかしそれでもそれはあなたの思考の一部であり、故に神性とは何ら
関係ありません。それはあなたの人生なのですよ！ですから人は日々死にながら、生
きなくてはなりません。死にながら、と申すのは、死すことで、生と触れ合うからで
す」（クリシュナムルティ，2011a、334頁）。 
 最後に、クリシュナムルティは、生と愛と死は一体とみていることを指摘しておこ
う。クリシュナムルティは、「私たちが知っているあらゆることに対して日々死ぬこと、
それが愛することなのです。さもなければ、人は愛することはできません。愛は培わ
れるべき何かではありません。謙虚さのように、あなたが謙虚さを培うやいなや、そ
れは虚栄心におおわれるのです。そして、あなたがあらゆるもの、あなたが蓄積して
きたあらゆる経験に対して死ぬ時に初めて、あなたは本当の意味で生き始めるのです。
ですから、生きることは毎日の一瞬一瞬を新鮮に、新たに、純真に過ごすことなので
す。そして、過去に対して死ぬことは、今とはまったく違う次元で全体的に生きるこ
となのです」（クリシュナムルティ，2011b，135頁）といい、また「人が理解しなけ
ればならない三つのことがあります。生、愛、そして、死です。それらはすべて一体
であり、愛と生から死を分離することはできません」（クリシュナムルティ，2011b，
133頁）と語っている。 
 そこで次節では、生と死と一体といわれる愛についてみてみよう。 
 
4. 愛に生きる、あるがままに生きる 
 愛について、クリシュナムルティは、「愛に生きている時、自己は存在しない」とい
う。「もしもあなたと私が、個人として、この自己の働き方の全体を見抜くことができ
れば、その時には、私たちは愛の何たるかを知ることでしょう。これこそがおそらく
世の中を変えることのできる唯一の改革であると、私は請け合います。愛は自己では
ありません。自己は愛を認識することができません。〈私は愛している〉とあなたは言
いますが、まさにそう言った瞬間、まさにそう表現した途端に、愛は存在しなくなる
のです。しかしあなたが愛に生きている時、自己は存在しません。愛がある時には、
自己はないのです」（クリシュナムルティ，2011a，40頁）。 
 さらに愛は生と一体で、「愛は単なる思考ではありません。思考は脳の外面的な作用
にすぎません。それに比べて愛ははるかに奥行きがあるもの、はるかに深遠なもので
す。そして生の深遠さは、愛の中においてのみ発見され得るのです。愛がなければ、
人生には何の意義もありません」（クリシュナムルティ，2011a，112頁）という。ま
さに“生きるとは愛すること”という見方と重なるように思われる。 
 しかし、このような愛は、社会にとって危険視されることになるという。「愛は煙な
き炎です。いつまでも新鮮で、創造的で、喜びに満ちています。そういう愛は社会や
関係にとっては脅威です。そこで思考が介入し、それを和らげ、導き、法律に従わせ
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ることによって、その脅威をくじくのです。そうすれば人は愛と共存できるようにな
ります。誰かを愛している時、あなたは人類全てを愛しているということをご存知な
いのですか？人を愛するということがいかに危険であるのか、あなたはご存知ないの
ですか？愛すると、いかなる心理的障壁も民族意識もなくなります。そうなると権力
や地位への渇望もなくなり、物事はそれぞれに固有の価値を持つようになります。こ
のような人間は社会にとっては脅威です」（クリシュナムルティ，2011a，139頁）。 
 愛とは人生の中で、最も危険で、あやうい要素だが、愛のみが秩序と平和をもたら
せるともいわれる。「愛する人間は危険です。そして私たちは危険に晒されて生きてい
きたくはありません。私たちは効率的に生きたい、単に組織という枠組みの中だけで
生きたいのです。なぜなら、私たちは組織が世の中に秩序と平和をもたらす、と思っ
ているからです。組織は決して秩序と平和をもたらしません。組織が秩序と平和をも
たらしたことなど、一度もあったためしがありません。愛のみが、善意のみが、寛容
のみが最終的に、従って、今この瞬間、秩序と平和をもたらせるのです」（クリシュナ
ムルティ，2011a，344頁）。 
 上述のように、自己が存在しない愛、生と一体としての愛は、“あるがままにみる”
ことから生ずる。私たちがあるがままにみて、あるがままに生きることを妨げている
大きな要因として思考がある。思考の介入が、私たちを愛から遠ざけて暴力的にして
いるようにみられる。これに関してクリシュナムルティは、「暴力的でありながら、非
暴力という理想を掲げている時、本質的にはあなたは暴力的なのです。まずなすべき
ことは、自分が暴力的であることを悟ることであり、非暴力的になろうとすることで
はありません。暴力を解釈しようとしたり、律しようとしたり、克服しようとしたり、
押さえつけようとしたりするのではなく、暴力をあるがままに見るということ、あた
かも初めて目にするかのように見るということは、いかなる思考をも交えずにそれを
眺めるということです」（クリシュナムルティ，2011a，184頁）といい、また「私た
ちが暴力的であるのは事実です。そして〈どうやったら暴力的でなくなるか？〉と尋
ねることは、単に理想を作り出すだけであり、私にはそんなことは全く無益なことの
ように思えます。しかしもし暴力を見つめ、それを理解することが可能であるならば、
その時、暴力を完全に解決できる可能性が出てくるのです」（クリシュナムルティ，
2011a，187頁）と語っている。 
 つまり思考等の介入をやめ、事実をあるがままにみることが、暴力を解決し、愛に
導くと、クリシュナムルティは、次のように述べている。「私たちは敵を、盗賊を作り
出してきました。しかし自分自身がその敵になったところで、対立に終止符を打つこ
となど絶対できません。対立の原因を理解し、そして思考や感情、行為によって、そ
れを助長するのをやめなければなりません。これは不断の自己認識と英知あふれる柔
軟性を必要とする、骨の折れる課題です。なぜなら、あるがままの私たちが社会であ
り、国家であるからです。敵だの仲間だのは、私たちの思考と行動の産物です。私た
ちには、敵を作り出していることに対する責任があります。ですから、敵だの仲間だ
のを気にするよりも、自身の思考と行動を自覚するほうが大切なのです。なぜなら、
正しい思考は分離に終止符を打つからです。愛は仲間だとか敵だとかの区別を超越し
ています」（クリシュナムルティ，2011a，189頁）。 
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5. 真理と瞑想 
 あらゆる条件づけから自由になり、恐怖なしに死して生きることは、愛に生きるこ
と、あるがままに生きることでもあり、それは真理に触れる道でもある。そして真の
瞑想は、真理の扉を開くことを可能にする。 
 真理とはとらえがたいもので、クリシュナムルティは、「真理は抽象ではありません。
それは非常に素早く、そっとやって来るので、精神には捉えることができません。夜
盗のように、それはこっそりやって来ます。あなたにそれを受け入れる準備が整って
いる時、やって来るのではないのです。そのようにして受け入れるとしたら、あなた
は貪欲になるだけです。このような訳で、言葉の網に捉われている精神には、真理を
理解することができません」（クリシュナムルティ，2011a，148頁）という。またク
リシュナムルティは、真理へ至る道はなく、真理の方からあなたの処にやって来るの
であり、精神も心も単純で澄んでいて、心に愛がある時にのみ、真理はやって来るこ
とができるという（クリシュナムルティ，2011a，224頁）。 
 そして真理は一瞬一瞬においてのみ発見されるとして、クリシュナムルティは、「真
理を積み重ねることはできません。蓄積されたものは、必ず破壊され、萎んでしまい
ます。しかし真理は決して萎むことはありません。なぜなら真理は、一つ一つの思考
の中に、一つ一つの関係の中に、一つ一つの言葉の中に、一つ一つの身振り手振りの
中に、微笑の中に、涙の中に、一瞬一瞬においてのみ発見されるものだからです。そ
してもし皆さんや私が真理を見出し、それを生きることができるなら、―生きるこ
とこそが真理を発見することなのですが―その時には、私たちが布教伝道者になる
ことはないでしょう。私たちは創造的な人間となるのです。完璧な人間ではなく、創
造的人間に。この両者は大きく異なります」（クリシュナムルティ，2011a，228 頁）
と述べている。 
 それではこのような真理への扉を開くとされる真の瞑想についてみてみよう。クリ
シュナムルティは、瞑想とは自分自身を知るという自己認識とみた上で、「瞑想とは不
断なる自己認識であるばかりでなく、不断なる自己放棄でもあります。正しい思考か
ら瞑想が起こり、瞑想によって智恵の静謐さがもたらされ、その静穏の中に、至高な
るものが実感されるのです。自分が思うことや感じること、自分の願望や反応を書き
出すと、意識と無意識の協調や内面的な気づきが起こり、今度はそれが調和と理解を
もたらしてくれるのです」（クリシュナムルティ，2011a，376頁）と語っている。 
 そして心の広さが瞑想の始まりであり、瞑想とは善性が開花することだと、次のよ
うに述べている。「精神は時間を介して自己達成を追及しており、それで寛大さが妨げ
られます。しかしあなたには寛大な精神が必要です。これは単に幅広い精神、空間が
一杯ある精神のことだけではなく、何の魂胆も動機も持たずに何かを与える心、見返
りを何も求めない心のことも言っているのです。いかに少ししか持っていなかろうが、
多くを持っていようが、与えること―物惜しみせず、制限なく、自発的に物を差し
出すというその美質―は本当に必要なことなのです。寛大さがなければ、善性がな
ければ、瞑想などあり得ません。そして寛大さや善性とは、プライドがないというこ
とであり、成功への階段を登ることが決してないということであり、有名になること
がどういうことか、決して味わうことがないということであり、日々一瞬一瞬、これ
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まで得てきたものに対して死ぬということです。このような肥沃な大地においてのみ、
善性は育ち、花開くことができるのです。そして瞑想とは善性が花開くことなのです」
（クリシュナムルティ，2011a，381頁）。 
 クリシュナムルティの瞑想観の理解に役立つよう、さらに瞑想についての幾つかの
発言をみてみよう。先ず、瞑想は思考が限られたものであることを見ることとして、
クリシュナムルティは、「瞑想とは、その測定という言葉の意味を理解し、心理的なレ
ベルでの測定を終わらせることなのです。すなわち、心理的に何かになること、その
過程を終わらせ、思考が限られたものであることを見ることなのです。思考は常に限
られているのです。それは限られていないものについて考えるかもしれませんが、し
かし、それは依然として限られたものから生まれたのです。かくして思考が止まりま
す。そして、絶えずおしゃべりし、混乱し、限られていた脳が突然静まります。いか
なる強制も規律もなしにです。なぜなら、それは事実を見たからです。あるいは真理
を見たからです。そしてその事実あるいは真理は、以前指摘したように、時間を超越
しています。こうして思考が止まるのです」（クリシュナムルティ，2011c，109 頁）
という。 
 またクリシュナムルティは、瞑想は意識的なものではないとして、「意識的な瞑想は
少しも瞑想ではないのです。意図的な瞑想はビジネスにおけるあらゆる種類の達成の
ようなものです。違いますか？あなたは貧乏なので、金持ちになろうとする。金銭、
権力、地位を追い求めている人と、ニルヴァーナ、天国、静寂の境地に至るために瞑
想している人との間に相違があるでしょうか？少しもないのです。どちらも望みのも
のを追求しているのです。一方はそれを「霊的」と呼び、他方はそれを「ビジネス」
と呼んでいるだけです。そして、私たちはそのどちらも渇望しているのです」（クリシ
ュナムルティ，2011c，111頁）と語っている。 
 さらに、クリシュナムルティは、瞑想は練習することができないともいう。「バイオ
リンやピアノや歌を練習するように練習するのとは違うのです。そうした練習は、あ
なたが一定の完成レベルに至ることを望んでいることを意味しています。が、瞑想に
おいては、いかなるレベルも、達成されるべきいかなるものもありません。それゆえ、
それは意識的、意図的な瞑想［行為］ではありません。こういったすべてがおわかり
でしょうか？まったく意図されていない、全く無意識―この言葉を使ってよければで
すが―になされる瞑想があるのです。それは意図的な過程ではないのです」（クリシュ
ナムルティ，2011c，113頁）。 
 要するに、精神がすっかり静まりかえっている時にのみ、理解と行為があるのであ
り、その静かで平静な精神は、いかなる苦行や努力によってももたらされないこと、
瞑想は、バスの中で座っている時、通りを歩いている時、お皿を洗っている時などに
できること、だから、真の瞑想は呼吸法などとは全く無関係で、神秘的なところは何
もないと、クリシュナムルティは強調している（クリシュナムルティ，2011b，77頁）。 
 
結びに―クリシュナムルティの思想を基盤とするホリスティック・マネジメント― 
 Ⅰ 
 クリシュナムルティの深遠な思想を紹介してきたが、できるだけ思想全体の構図を
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描いて、その思想の概観を把握できるように試みた。クリシュナムルティの膨大な著
作は、すべて断片的なもので体系化されていないため、思想全体の流れや論理展開が
みえなく、本旨を理解するのは極めて困難と思われる。そこでこの貴重なクリシュナ
ムルティの思想を伝えるのに多少なりとも役立てばとの思いで、あえてクリシュナム
ルティの思想を幾らかでも体系化できるようにまとめてみた。その際、これまで私が
引用し紹介してきたクリシュナムルティに関する多数の著作を参考にしている。その
骨組みを、本論の各節のタイトルと関連づけて示すと、下記のようなものになろう。 
 クリシュナムルティの最大の関心事は、個人の意識の変容である。それは〔1〕「社
会の変革は個人の変容」からだからである。そこで個人の変容のためには、個々人が
〔2〕「自分自身を知る」必要がある。ただ現実に私たちは様々な条件づけのなかで生
きているので、それらの条件づけから自由にならねばならない。そのために先ず私た
ちは、「気づき、問いかけ、耳を傾け、学ぶ」ことで、現実と触れあうことが大切であ
る。とりわけ私たちを強く条件づけている「観念や思考から自由になる」ことがもと
められる。上述のように、観念や思考、さらに「私」などのあらゆる条件づけを超え
て、はじめて個々人は究極的な自由の境地に至れるのである。 
 あらゆる条件づけを超えて自由になれば、そこに愛と平和が現出する。しかし、現
実には、私たちは日々様々な心配や不安、恐怖のなかで生活している。先ず、死など
の恐怖なしに生きることが私たちにとって最も切実な問題である。死とはあらゆるも
のを捨てることなので、私たちは日々自分自身にまとわりつくあらゆるものを捨て、
生きることは死ぬことだと理解して、〔3〕「恐怖なしに、死して生きる」ようにした
い。それは、また〔4〕「愛に生きる、あるがままに生きる」ことにつながる。そうす
ることによって私たちは、真理の扉を開くことができる。真の瞑想は真理に触れるこ
とを可能にするので、〔5〕「真理と瞑想」は緊密な関係にあり、私たちは真の瞑想の
実践によって、流れゆく真理のなかに、「私」を超えて身をおき、その流れと一体にな
ることができる。 
 
 Ⅱ 
 クリシュナムルティは、私たちに、上記のようなメッセージを投げかけている。私
たちは、クリシュナムルティの思想を知識として頭で理解するのでなく、そのメッセ
ージを自分自身に問いかけて、実践する必要がある。言葉は現実とは異なるので、言
葉の世界、観念の世界だけで動き回るのでなく、現実に触れることが大切である。私
たちは、料理のメニューだけみて食べた気になったり、旅の地図だけみて旅行した気
になったり、カテゴリー・エラーの錯覚に陥らないようにしなければならない。 
 さらに、クリシュナムルティの説くところを実践するに際しては、知識としての理解
でなく、十分にその真意を誤解しないように注意しなければならない。個人的な経験の
例でいうと、私はクリシュナムルティが、目標や努力などを否定していることから、あ
る時期、目標を持たず努力もしないように意識して実践したことがある。その頃は、日々
平静に、淡々と過ごしていたが、だんだん無気力にも近いような感覚にとらわれるよう
になってきた。私自身、平素できるだけひっそり目立たず、存在感のないように生きる
ことを心がけていたので、それほど気にならなかった。そのうち自分自身でバランスを
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とろうとしたのか、自然に無気力を意識することはなくなっていった。 
 実はこのような体験を述べるのも、クリシュナムルティの言説に対する私自身の理
解不足があったことを、その後自分の経験として知ったからである。それは、クリシ
ュナムルティが「日々死にながら生きる」と説く意味に関係する。私は日々の死に、
あらゆるものを捨てるために、膨大なエネルギーを要するとは気がつかなかった。観
念的に「死して生きる」ことを頭で理解しようとしたに過ぎなかった。しかし、あら
ゆる執着を捨てて死ぬには、相当なエネルギーが要るとのクリシュナムルティの言葉
が、私の胸を打ってから、私は過去にクリシュナムルティの言説を実践して無気力に
なっていったのが、間違いであることに気づいた。さらにあるがままに観察すること
から、エネルギーが入ってくるというクリシュナムルティの言葉に耳を傾けると、無
気力になること自体が、全くの間違った実践であることに気づいたのである。ある時、
クリシュナムルティがいうように、まさに“生きることが真理”なのだと実感したこ
とがある。その時、自分の過去を振り返って、今までの自分の人生は何だったのだろ
うとの思いが頭をよぎった。何か新しい人生に踏み出すような、自分自身の再生を予
感した。 
 以上は私の個人的な経験だが、クリシュナムルティが投げかけたメッセージを、一
人ひとりが自らに問いかけ実践していくことが、私たち人類にとって最も大切なこと
ではないだろうか。 
 
 Ⅲ 
 クリシュナムルティの思想は、まさに哲学の実践である。言葉の観念的な世界で動
き回るのでなく、現実の世界と触れあうもので、万物一体の現実の流れのなかに、私
たちを引きずり込んでくれる。私は、クリシュナムルティの思想は、人類にとってか
けがえのない貴重なメッセージとして、紹介してきた（石井，2009，2011a/b，2012）。 
 私は、これ迄公共監査や環境監査、それに環境マネジメントを専門として研究してき
たが（石井，2003，2004，2006a/b）、その研究プロセスを経て、“ホリスティック・マ
ネジメント”のコンセプトの重要性に気づいた。ここでホリスティック・マネジメント
は、ホリスティック医療やホリスティック教育、それに“ホリスティック経営”などあ
らゆる分野を含む、真にホリスティックなマネジメントを意味している（石井，2013）。 
 ホリスティック・マネジメントは、外面だけでなく、スピリチュアルな内面も包含
するだけでなく、癒しの治療的なマネジメントも視野に入れる。人類の危機的状況の
今こそ、様々のストレスで傷ついた人々を癒すため、諸分野の癒しを統合する必要が
あり、その課題に応えるのがホリスティック・マネジメントである。 
 マネジメントというと企業経営と連想されるが、マネジメントは組織体（人間も含
めて）が環境に適応して存続できるように、モノやカネや情報などを調整する実践な
のである。だからホリスティック・マネジメントというのは、人間を含むあらゆる組
織体のあり方に関わる哲学の実践であり、癒しの実践でもある。私たちの生き方に関
わるものはすべて哲学の実践や癒しの実践であり、それらの統合的実践がホリスティ
ック・マネジメントであるといえよう。 
 本来、科学も哲学も芸術もすべて人間の哲学の実践や癒しの実践に関わることに存
13 
 
在意義を持つように思われる。しかし、現代の科学や哲学が、どこ迄人間の癒しの実
践に関わっているか疑問である。現代の芸術にしても、絵画や文学をみても、人間の
葛藤を表現しているものがほとんどで、癒されるようなものは少ないように感じられ
る。これらの分野でも癒しの実践に関わり、さらに真理に触れるように変容していく
ことが望まれる。 
 言葉だけでなく、色も形も音も、すべて波動があり、癒しのエネルギーを有してい
る。音楽、歌、それに踊りなどには、大きな癒し効果があり、これらの分野では、か
なりの研究や実践がみられる。ただ諸分野がそれぞれ別個に展開している現状なので、
それら諸分野の相互の関わりのなかで癒しの実践を統合していく、ホリスティック・
マネジメントが時代の要請と思われる。ただその際、クリシュナムルティに学んで、
「社会の癒しのためにはまず私たち自身の癒しから」ということも銘記しておきたい。 
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